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小委の品質 lこ関ずる研究第1報
肥料8要素量による蛋白質合量の鐙異についτ t穆報3
良原弘・道・山、本二郎
'，.緒宮小要性中の蛋白質は小穿精粉の
用途;e支配するもので、その含有量の多嘉;はグ
ルテンの量じ比例し、小夢精紛の貰期的慣値
老決定する極めて重要な項目の四つに事けられ
る白しかしで此の蛋白質含量は品種の遺憾的特
性じ属する故に之が改良は育種に待たねばなら
ぬが‘ --jj'又同一品種じ於て色気候、土質及び
肥培管理によって犬いに型化するさ曽はれてい
る。卸ち I.l Olerc(1910)は詩集が小多の組成に
最も重大な影響令及惜すさい‘、Gericke(1920) 
は主さして気象じよるのでな1く植物の戚る主主育
時期じ於て充分な有効魁賓棄が必要であるさい.， 8'酔nson(1924)は小委の蛋白質含量は重量積
の要素(黛象、熟度、品種F土壇中の有効麟蜜
-34- (J隆司陸自存型E 修38~島 第2量I 74--77]{ 19'9) 
、
棄及び牧量〉にぶつで鄭響きれ、此等が同時に
又相Eに作用もて密化するさヤラ。見 Bayfield
(1936)は黛象さ土質であるさいラ。此等要因
中気象及び土質は人属的i二錘夏し得ない故に夫
々の風土に遁臆した品種~濯揮するは勿論、更
に裁培施肥の合理化t二よって硬質小書生産に不
利な気象候件を艶分でも緩和し、小葬品質の向
上制十るこさカ腎要である。
従来本邦に於τは北海道、東奥及ぴ長野地方
の却舎寒地に於τは比較的硝子事の高い小夢を
産するが、関西以西の暖地に於ては此の形質の
低いものを生産するさ言はれもEいる。ょっτ著
者等は温暖にしてJ漁潤多雨の地方じ於廿る小型F・
.位の蛋由貿槍大の原因並に生成蓄積する模様そ
知り、以τ本部小穿の品質向上巳寄興せんざし
τ先づ肥料3要素量さ耳、星野の蛋白質含量Sの聞
係に就τ突の如き賓践を行ったoこ・に1944年
の結果の栴要や述べoo
2.従来の研覧概要敵米に於ては Bunger
(1907)は燕夢に就τ肥沃な土壌より生じた載
肢は帯地 i二生じたものより多量の窒棄や含有
するさい‘、Densch(1907)は大多に於て窒素
肥ぞ均ませば或る程度までは澱粉含量~Jtますもそ
れ以上は澱勝含量を減じ、蛋白質の量を著しく
槍加するさいう司Gricke(1920及び 1922)は小
委の蛋白質含量i二就て小~の費育財態さ賓棄の
最も効果，的に吸牧利用される時期さの聞に密接
な聞係があり、空棄の施期時期は小型Fが或る科:
度襲育した後の方が蛋白質含量令増すさいう・o
Neidig及び SIi.yder(1924)は饗重量の施用によ
り小多の蛋白質~晴しも生育初期に査を量を施
すより分肥した方が蛋白質~増し、金生育朋
聞や通じて土壊水fが少い稗L3t成熟期じ入つ
τ土壌水分が少くなればじからざるものよ匂蛋
白質を婚すさいう..Swanson (1~24) は生育の全
期閉そ通じて費量誌が充分に供給され・ば蛋白質
含量の高い小委金生じ、牧量が多け‘れば蛋'白賀
含量~低下せしめるさいう。又8ohqeUe(1931) 
並じBayfield(19~6) は窒素が小型Fの蛋白質含量
ぞ最も増大L、燐酸は逆に低下せしめ、加里は
忌も劫呆がないSいう 0・本邦に於ては之i二闘す
る研究は働い。伊藤(1931)は気候蹴態良好にし
τ豊作の損合は凶作め場合t二比して一般に其の
粗蛋由貿の割合少し可溶無窒棄物の割合が多
' 
いざい h 披4与野(1935)並t二山口(1940)は窒
素質肥料の滑肥により硝子事や高め、燐酸賀肥
料の用量槍加は此の形質~低下せしめる傾向が
あるさいう 9
3.猷斜及び方法 岡山賑倉敷市大原農業
研究所内に於τ、新中長、農林4蹴及び&¥聞の
3 品種~用ひ、ヨだの方法i二τ栽培*穫したもの
や試料さした。
(1)試融匝の犬さ及び土質 .直径1.65尺.深
空約 1.5尺の鎌底~土管ぞ畑土中に埋設し、之
}二壊土や客.':1:したもの必用ひ、各試蹟匿さも 2
匝づc叡げた。
(2)椅種及び牧嘩 1鈍S年11月18日じ催芽種
子を1匝官14粒づっ四列千鳥足に整然さ矯種
じ、倫各試験匝中に若干の補足首を用意し快株
の生じない様t二した0*種は新中長及び畠田~，
翌年6月10日t手、農林4競争岡13日巳行った。
(3)肥培録件並に穀培管理肥料は窒棄、燐
酸及び加里謀さして失念硫酸アンモユヤ、過燐
酸石灰及び硫酸加里令用い、施肥カ・法は各拭蹟
匝共硫酸アシモニヤは施用量の 2/õ~基肥さし
τ情種官日tこ、残りや8等分して 1月、 2月及
び3月の各10日t二分肥f..，.過燐酸石灰及び硫酸
第 1表肥培傑件
肥創刊…(1Jil[禽= 1 反.~...
試 l磁dfiP要|硫酸舗と門知れ
Bij 1M I~ ヤ‘ 加里して して して
g 日 E 1r 貫2 置
蛍 1 
。 8'.1 2.0 。 2 
'2 8.1 " " 1 " " ，医
B 6.1 " " 2 勿 " De 主勢 9.1 s " ， h ， 京』
5 H!.1 " " 
， 
生 " " 群 6 16.1 h ~ 5 h " 
燐 7 6. t 
。2.5 事 。 2 
酸 8‘ " '.1 " ， 1 " se Il~‘ 修 8.1 h " 2 IJ 
料 10 " 16.2 " " 4 " 群 11 N :U.3 " " 8 " 
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料 15 1 庁 ，5.1 "， F ， 
群 16 1' 管、 7.('1 I h " 6 
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骨昭和17年度(19'2)関山厳粛宮容の姿施:J!基準
(76) 
， 
， 
加里は金量-ao基肥さした。其の施畑貴ほ第1表
の如くである。中耕さしで地表約1すの土壌-ao
ろに使って腔の粗壁百貨合量~僅かづっ低下せ
しめた。邸ち幾酸は蛋白質形成~抑制する作用
ピ以セットにて揖鉾じ、叉極つり雑草の除去t二努 があらものおようである。
めたQ (3)加里に就て 加里の培肥kよっては粒の
(4) 分析方法 'J，Nfm:~勝末さし、之じ就τ 蛋白質合畳t二明らかな露響を及陪さなかっ1;0
9ルグー Jレ法により窒素必定量いその窒素量 5.考察並に緯謡曲 著者等は本質験日於τ
にβ.7..z.乗じたものぞ粗蛋白質量さしず之q 肥料3要素中小選Fの蛋白質含量に最も大なる影
4.実験結果目上の如き 3要素量さ小型Fの 響を及悔すものは空棄にして、燐醜は僅かじ抑
生育、牧量享び粗蛋白質含量さの閥係は第2表 制的作用や持ち、加里は明らかな作用を示ぎな
の如5であるo • いこさを知っすご司、しかして、費素に闘しては、
(1)窒棄に就て 3品種共無窒素直の小穿が 拘nger、Sohnelle並i二Bayfield警の結果ミ異句、・
出砲始及び開花始最も遅延L、牧量も最も少い 無窒素直の小多粒カ官白質含量最も高しその
炉、組蛋白質含量の最も高い位ぞ生じたd空素 施用量~尽きせば或る稗度までは反づて蛋由貿の
の施用量~槍すlニ縫って生育は究第1こ促準され 量を宵f失減少せしめるが、それ以上は準に此の
牧量も増加工するが、その粗蛋白質含量は漸次減 合前槍加せしめた。之は Denschの滞日於
‘少L、第4或は第5試験医tニ於て比較的に生育 ける結果さ時々ー致してゐる司叉波多野もその・
も早〈且』肱量も多いが、その同蛋白質含量は最 賓験に於丈 1品種のみ少肥料匝並に多肥料匝の
小値..z.宅・したo~に窒素の培肥によって生育は 小委が標準匝のものより硝子率の高カ、勺たこさ
殆んr艶ら示、牧貴は僚か婚したが、 '1蛋白質 ぞ指摘し、此の現象は結賢明聞の短い品種に多
含量に於τは越に槍加の傾向や示したコ 、し或は生理的に葉3震の資鍵念激な品種又は損
(2)燐酸に就て新中長の例外ぞ除いて農林 合に於て認められるさいう。著者は此の窒素施
4 暁及び島田の 2 品種は燐酸の施m量~e}曾加す 用量にょうτ生今、る小型F粒の蛋白質含量の費異
第 2表 8要素施用量l二よる小型Fの生宵牧量及び組蛋由貿含量の擾化
容揚 尚徳始I開花始I小会委牧粒I~粒00怠~I粗質合蛋憲白醐同生噌品臨問問屋穿羽詰暢
回目 g g F2 E 4日.00H.96.Hl83.E010.E7H5臼.0110日.2l15.Z426.Z 3 1 I 4.温 10.4 匂温 30・温 10. 
2 3-.6 10.2 12.11 29.5 10.3 3.9 9.7 11.1 311.9 1(}.2 4.7 10.1 10.1 I 115.a 110.2 
s 1.1 9:1 16-.1 29.3 9.0 3.8 9.6 13.8 31.7 9.5 3.4 9.fi 17.3 26.9 9.5 
4 1l.4 9.6 15.垂 119.9 8.9 3.6 9.7 16.3 31.4 9.4 3.' 9.8 16.7 26.6 9.5 
b 1.8 脅.1 18.1 30.2 8.6 3.0 9.4 1.4 9.3 17.0 26.2 10.1 
8 1.8 '8.6 18.7 119.8 9.7 8.3 9.8 16. 7 1 .30.~ I 10.0 2.9 9.2 18.2 26.6 10.2 
' 
; 
7 3.3 9.8 18.1 29.9 9.0 4.6 10.' 17.2 119.8 10.2 4.2 10.t 16.3 25.8 9.7 
8 3.Q 9.7 16.5 29.9 9.1 3.9 10.0 16.3 30.長 9.8 3.4 10.0 17.0 26.6 9.6 
9 2.4 1.6 16.4 119.9 8.9 3.6 9.7 16.3 31.4 9.4 3.4 9.8 16:'1 16. '6 9.5 
10 3.3 9.9 16.8 29.9 9.:1 3.5 10.0 16.0 31.8 0.5 3.6 9.9 17.4 26.7 9.6 
11 W.3 10.1 18.0 19.晶 8.8 3.7 9.7 17・0 311.8 9.3 4.11 10.2 16.1 27.4 9.3 
12 2.9 9.7 15.8 29.8 9.0 3.3 9.7 17 .2 32.11 9.3 4.0 10.1 17.8 116.9 10.0 
13 2.8 9.7 16.0 29.11 . 9.1 3.7 9.7 16.7 32.1 9.5 3.7 9.7 17.6 26;o 9.3 
14 1.4 9.6 16.4 29.9 8.9 3.6 9.7 16.3 31.4 9.4 '3.4 9.8 16.7 26.6 9.51 
15 1.9 9.3 17.6 31.2 9.3 3.4 9.5 13.1 311.2 9.4 17.0 27.1 9.1 
16 姐.3 9.4 30.7 9.3 1.4 9.2 17.5 311.4 /9.2 3.3 I 9.7 17.1 117.5 9.3 
備考 .(1】問穂始及びJOJ.E対は4号事Eの8月の日附の卒均値
(2)事E醤告質合量ほNx5・Tにして.水物K就てのパー骨V ト
σの -36-
は植物檀巳ょっτ覗牧ぎれた空棄が築養生畏並
にその稗:度に慮じて生.T-る穀協へ配分される撞
維な生理的機能l二起因するのではないかさ推測
する。
縫って蛋白質含量，の高い小委位争よめ多〈生
産する露には小奈の，牛.育初期l二於ける重量宵~促
準せしめ、更に伸長期並に成熟期じ於て窪棄の
欽乏~生ぜしめない様充分な賓棄や供給するさ
市時に叉その施用方法t二於ても植物慢の吸牧利
用能率に膳じτ出来るt:け多くの窒棄を吸牧せ， 
しめるひさが必曹(?あろう q そうすれば成熟後
期巳於.~穀粒へ移縛される窒棄も多くなり、従
って苧白質声量も多くなるであろう。 .
6.摘要
'(1)温和にして漁潤多雨な策象傑件下に於て
肥料3要素量さ小話匹敵の蛋白質含量三の聞係争
調査した。
(2)肥料3要素中空素が此の形質に著しい影
響を及陪L、無窒素直の小差F粒が蛋白質含量最
も高しその施用量~増せば、或・ぁ再度までは
反って蛋白質の量を漸夫演少せしめ.るが、それ
以主は逆に此の含量を増加せしめた。
(3)燐酸は蛋白質形成を抑制する作川がある
ようである。
(4)加塁の作用は明らかでなかっ允。
〈めよって蛋白質含量の高い小多粒ぞ多〈生
産する需には小夢の生育初期より成熟期そ通じ
て充分な管素の供給が必要であるd
本研究は文部省科畢航究費による業績のー郁である
まK歯車んで感甜の濯を表する。
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大多品種の分類さ地理的分布
に関する研究第9報
芭の襲異ー 1
高橋
1.緒 雷栽由大多でゆでや h∞d等の外
頴附蝿器官i二闘し著しい多様性がみちれる。そ
れらの轡異は1.側列或は主・側列IJ~穂φせの
有無 2.での長短 3.t:質の柔剛 4. t:の鋸
歯の有無及び多少、 5.種々の色素の有無、温淡
隆 卒
6.正常形のせ及び三叉で (h∞d)等じ大加され
る。而して、その各々の中iこも夏じ種々の聾異
があり、夫々濁自の、或は他の形質さも閥速や
もつ遺徳子或は遺:fe.子群に支配されるさ共に、
外部環境にもかなり影響されるこさが知られて
(.~寓究集384陸自廃 2. 7'-80 19晶9) -87-
